
昭
和
43年
10月
１
日
第
３
種
郵
便
物
認
可
 

毎
月
１
日
発
行
 

〒
420-0853　

静
岡
市
葵
区
追
手
町
44-1

 
 

T
E
L.054（

254）
1511 

定
価
300円

　
年
間
3,600円

平
成
31年
4月
１
日
発
行
（
通
巻
785号

） 
発
行
人
　
静
岡
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
 
FA
X
.054（

255）
0673

▲

■ 特集

平成31年度
静岡県経済産業施策のあらまし

■ Business Report
緑豊かなまちづくりへ
焼津市内で剪定教室を開催 ほか

CHUOKA I  MONTHLY  2019

A P R I L  4  No.785

昭和43年10月1日第3種郵便物認可　通巻785号（毎月1日発行）平成31年4月1日

ほしい
クルマが
浮かんだら。

ほしい
クルマが
浮かんだら。

ご注意事項
●2019年4月1日現在の内容です。●各商品のお使いみちの詳細は、県内〈ろうきん〉各営業店でご確認いただけます。●担保・取扱手数料等は不要です。●保証人は原則不要です。保証機関の保証をご利用いただきます。
勤務先の労組・互助会等が〈ろうきん〉の会員で、その会員にご所属の方は、保証料を〈ろうきん〉が負担します。静岡県勤信協保証の場合、年1.0%の保証料を別途ご負担いただきます。セディナ保証の場合、表示の適用金利に
年1.0％の金利を上乗せします。●日本労信協または静岡県勤信協の審査基準等を満たさない場合、セディナ保証での再審査をさせていただきます（無担保住宅ローンは返済期間20年以内の場合）。●返済試算額は、店頭ま
たはホームページでご確認いただけます。●事業目的にはご利用いただけません。●諸条件により、お客さまのご希望にそえない場合もございます。●詳しくは店頭にチラシ・説明書をご用意しています。

※1  静岡県勤信協保証をご利用の場合：最高1,000万円
※2  静岡県勤信協保証、セディナ保証をご利用の場合：最長20年

※据置期間（最長6年6ヶ月）を含む

最長10年最高1,000万円

最高2,000万円

最高500万円

最長20年

最長25年

商品名 ご融資額 ご返済期間

※1

※1

※2

受験・入進学費用や下宿代、
資格取得など、幅広く学びをサポート。

自動車・オートバイの購入や
車検・修理費用など、幅広くサポート。

リフォーム、増改築、太陽光発電システム設置など、
幅広く住まいづくりをサポート。

〈ろうきん〉は地域のために活動する団体へ
『役立宣言』のご利用に応じた寄付を行っています。

平日 9：00～18：00

0120-609-123
フリーダイヤル

携帯電話からでもOK!ピポパ de ろうきん インターネットホームページ
https://shizuoka.rokin.or. jp

静岡ろうきん 検索
スマホ版に
アクセス！

仮審査申込みはコチラ!

なんにでもなれる、
君へ。

※5年以内の返済の場合は、［固定金利］・［変動金利］いずれかを選択いただけます。
※教育ローン『役立宣言』の返済期間には据置期間を含みます。
※表示の金利は日本労信協保証をご利用の場合。

●適用金利 （年利）

5年以内

全期間

固定金利

変動金利

金利制度 返済期間

1.98
2.40

％

％

適用金利

夢をホントにする、計画は〈ろうきん〉で。夢をホントにする、計画をホントにする、計画をホントにする、計画をホントにする、計画をホントにする、計画をホントにする、計画をホントにする、計画は〈ろうきろうきん〉で。 2019
S P R I N G
SUMMER

勤務先の労組・互助会等が
〈ろうきん〉の会員で、
その会員にご所属の方は

※保証料は〈ろうきん〉が
　負担します。

保証料 円0

君へ。

その会員にご所属の方はその会員にご所属の方は

保証料保証料

〈返済期間5年以内・固定金利でご利用の場合〉●表示の内容は2019年4月1日現在の内容です。 ※表示金利は変更となる場合がございます。

夢から
現実へ。
つかめ！
マイホーム
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＊商工中金ダイレクト ：従来のテレホンバンキングに、インターネットバンキング、
モバイルバンキングを加えた3つのサービスの総称です。

●ご利用いただくためには『　　　　　　　　　　*』へのお申し込みが必要となります。

サービスの概要やご利用いただく上での留意事項につきましては、当金庫ホームページをご覧下さい。

「商工中金ダイレクト」は総合口座通帳をお持ちの個人のお客さま向けのサービスです。債券総合口座通帳をお持ちのお客
さまは、総合口座通帳へお切り替えいただく必要があります。また法人、個人事業主の方が事業でご利用する場合は、法人の
お客さま向けの「商工中金ビジネスWeb」をご利用ください。
「商工中金ダイレクト」のお申し込みには、ご来店または郵送にて当金庫所定の申込書をご提出いただくなどのお手続きが必
要となります。お申し込み手続きが完了し、契約者カードが届くと、ご利用を開始していただけます。商工中金ダイレクトのお申
し込みをいただいてから契約者カードがお手元に届くまで2週間程度かかる場合がございます。あらかじめご了承ください。
ご利用いただくには、インターネットに接続できるパソコン・スマートフォンもしくは携帯電話とEメールアドレスが必要です。
お客さまのパソコン等のご利用環境や携帯電話の機種によっては、ご利用いただけない場合もございます。
インターネットバンキング、モバイルバンキングはシステムメンテナンス等によるサービス利用停止期間がございます。
インターネットバンキング（スマートフォン版）、モバイルバンキングでは、自動継続中止等一部のサービスはご利用いただけ
ません。
インターネットバンキングでは、定期預金の満期日の3営業日前まで、自動継続中止のお手続きができます（証書式の定期預
金など一部の商品を除く）。

＊

＊

＊

＊
＊

＊

お客さまのパソコン・スマートフォン（インターネットバンキング）、携帯電話
（モバイルバンキング）でラクラク簡単にお取り引きいただけます（原則
24時間ご利用いただけます）。

基本使用料は無料、専用ソフトも不要です。

定期預金「マイハーベスト」、インターネットバンキング専用定期預金
（スーパー定期、大口定期）のお預け入れの他、お振込・お振替、残高
照会、入出金明細照会などがご利用いただけます。

インターネットバンキング モバイルバンキング テレホンバンキング

商工中金ダイレクト
ラクラク簡単お取引！＋ ＋ ＝

インターネットバンキング、モバイルバンキングの主な特徴

1

2

3

●

お問い合わせ
● 商工中金ダイレクトバンキングセンター

● 商工中金ホームページ

インターネットバンキングを
始めませんか？

インターネットバンキングを
始めませんか？

［ 個人のお客さま向け ］
お申し込み
受付中

http://www.shokochukin.co.jp/

70120-299-233 受付時間／平日9：00～17：00

▼スマートフォン▼携帯電話
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●インターネットでもご覧いただけます

トップページ中央右の
「今月の中小企業静岡」をクリック！

中央会静岡 検索

http://www.siz-sba.biz/library_index.htm

4
APRIL

目 次 INDEX

2

8

労働問題でお困りの際は御相談ください ほか

10

ネットワーク 12

アスビズ協同組合
監事　植田 敏司 16読者プラザ

2月の情報連絡員月次景況調査より景況ウォッチ
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平成31年度

静岡県経済産業施策のあらまし
　本県を取り巻く社会経済情勢は、人口減少・少子高齢化の進行による人手不足の顕在化やIoT、AIなどの
テクノロジーの急速な進展、電気自動車（EV）など次世代自動車への世界的なシフト、東日本大震災後の
エネルギーを取り巻く環境の激変など、大きな転換点を迎えている。こうした環境の変化への対応を図り、
静岡県の新ビジョン「富国有徳の『美しい“ふじのくに”』の人づくり・富づくり」及び「静岡県経済産業ビジョ
ン2018～2021」を着実に実行する。
　特集では、静岡県経済産業部が新年度に展開する事業の概要を紹介する。

特集
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3 中小企業静岡 2019.4

組合活性化情報

産業人材の確保・育成

〇 県内産業の成長を担う人材の確保
〇 高度な知識と技術を持つ人づくり
〇 誰もがいきいきと働ける環境づくり
〇 郷土を担う子どもたちの「生きる道」としての仕事を学ぶ環境づくり

農林水産分野のルネサンス（「文化」の力・「革新」の力）

〇 農芸品の生産力強化と販路拡大
〇 担い手の確保・育成
〇 農山漁村の再生
〇 都づくり

〇 中小企業の経営基盤強化
〇 地域産業を牽引する研究開発の推進

中小企業・小規模企業の経営基盤強化

〇 県産品の輸出拡大
〇 県内企業の海外展開支援
〇 海外経済ミッション等の受入れ等による海外活力の取り込み

通商の拡大と海外活力の取り込み

〇 再生可能エネルギーの導入促進
〇 省エネルギー社会の形成
〇 エネルギー産業の振興

エネルギーの地産地消の推進

〇 オープンイノベーションの推進による成長産業の育成・振興
〇 国内外からの企業誘致・定着の推進
〇 次世代産業を牽引する研究開発の推進

次世代産業の創出・成長産業分野の参入促進

平成31年度　静岡県経済産業部の施策体系

静岡県経済産業ビジョン2018～ 2021
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・	

企
業
誘
致
推
進
員
等
の
設
置
を
初

め
、
県
内
の
用
地
情
報
を
調
査
し
、

県
内
企
業
等
の
投
資
促
進
を
図
る
。

 

・ 

企
業
立
地
推
進
事
業
費
助
成

　（
企
業
立
地
推
進
課
）

�

七
八
億
四
，五
〇
〇
万
円

県
外
か
ら
の
企
業
誘
致
、
県
内
企
業

の
定
着
を
促
進
す
る
た
め
、
工
場
の
新

増
設
に
伴
う
経
費
等
を
助
成
す
る
ほ

か
、
ふ
じ
の
く
に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進

区
域
に
お
け
る
工
業
用
地
の
造
成
に

伴
う
、
公
共
施
設
整
備
に
対
し
て
助
成

す
る
。

 

・ 

企
業
立
地
促
進
強
化
事
業
費

　（
企
業
立
地
推
進
課
）

�

三
，六
〇
〇
万
円

新
た
な
企
業
の
誘
致
と
県
内
企
業
の

投
資
を
促
進
す
る
た
め
、
企
業
誘
致
推

進
員
等
を
設
置
す
る
ほ
か
、
産
業
用
地

を
確
保
す
る
た
め
、
県
内
の
用
地
情
報

を
収
集
・
調
査
す
る
。

 
・ 

次
世
代
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
関
連

事
業
費

　（
労
働
雇
用
政
策
課
）�

�

三
，一
四
〇
万
円

子
ど
も
た
ち
が
「
生
き
る
道
」
と
し

て
の
仕
事
を
学
ぶ
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
も
の
づ
く
り
体
験
を
す
る
Ｗ

Ａ
Ｚ
Ａ
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
の
開
催
、
産

業
の
現
場
や
プ
ロ
の
職
業
人
か
ら
学
ぶ

体
験
等
の
提
供
を
行
う
。

次
世
代
産
業
の
創
出・

成
長
産
業
分
野
の
参
入
促
進

●
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

に
よ
る
成
長
産
業
の
育
成
・
振
興

 

・	「
静
岡
新
産
業
集
積
ク
ラ
ス
タ
ー
」

に
つ
い
て
は
、
医
療
・
健
康
、
食
品
、

光
・
電
子
技
術
の
分
野
に
お
け
る
こ

れ
ま
で
の
研
究
開
発
の
成
果
を
事
業

化
に
結
び
つ
け
る
。

 

・	

Ｅ
Ｖ
化
な
ど
の
急
速
な
技
術
革
新
へ

の
対
応
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
大

学
等
の
専
門
家
で
構
成
す
る
研
究
会

の
活
動
を
通
じ
て
、
最
新
情
報
の
把

握
・
共
有
に
努
め
、
県
内
の
各
産
業

界
等
と
連
携
し
て
地
域
企
業
へ
の
支

援
を
強
化
す
る
。

・
産
業
戦
略
推
進
セ
ン
タ
ー
「
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
静
岡
」
を
中
心

に
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
考
え
方
に

基
づ
く
製
品
づ
く
り
や
販
路
開
拓
な

ど
、
本
県
経
済
を
牽
引
す
る
地
域
企

業
を
集
中
的
に
支
援
す
る
。

 

・ 

静
岡
新
産
業
集
積
ク
ラ
ス
タ
ー
関
連

事
業
費

　（
新
産
業
集
積
課
）

�

一
三
億
七
，三
八
七
万
円

フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
、
フ
ー
ズ
・
サ
イ

エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
、
フ
ォ
ト
ン
バ
レ
ー
の

三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た

め
、
中
核
支
援
機
関
と
連
携
し
て
、
研

究
開
発
成
果
の
事
業
化
な
ど
に
取
り
組

む
地
域
企
業
等
に
対
し
て
支
援
す
る
。

 
・ 
ふ
じ
の
く
に
Ｃ
Ｎ
Ｆ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
事
業
費

　（
新
産
業
集
積
課
）�

五
，八
〇
〇
万
円

Ｃ
Ｎ
Ｆ
産
業
の
世
界
的
拠
点
の
形
成

に
向
け
て
、
中
核
支
援
機
関
の
機
能
強

化
、
Ｃ
Ｎ
Ｆ
を
活
用
し
た
製
品
開
発
の

支
援
な
ど
に
よ
り
、
関
連
産
業
の
集
積

を
図
る
。

 

・ 

Ｃ
Ｎ
Ｆ
製
品
開
発
支
援
機
器
整
備 

事
業
費

　（
商
工
振
興
課
）�

�

一
億
四
，八
〇
〇
万
円

工
業
技
術
研
究
所
に
Ｃ
Ｎ
Ｆ
応
用
製

品
の
開
発
支
援
機
器
を
整
備
す
る
。

 

・ 

Ｅ
Ｖ・自
動
運
転
化
等
技
術
革
新
対
応 

促
進
事
業
費

　（
新
産
業
集
積
課
）�

三
億
円

次
世
代
自
動
車
セ
ン
タ
ー
を
中
心
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・ 

地
域
創
生
起
業
支
援
事
業
費
助
成 

新
規

　（
商
工
振
興
課
）�

七
，〇
〇
〇
万
円

東
京
一
極
集
中
や
人
口
減
少
・
超
高

齢
化
社
会
の
進
行
等
に
伴
い
増
大
・
多

様
化
し
て
い
る
地
域
の
社
会
的
課
題
に

対
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
で
解
決
す
る

起
業
を
支
援
す
る
。

 

・ 

経
営
革
新
計
画
促
進
事
業
費
助
成

　（
経
営
支
援
課
）

�

二
億
四
，〇
〇
〇
万
円

「
経
営
革
新
計
画
」
の
承
認
を
受
け

た
中
小
企
業
等
が
行
う
新
商
品
・
新

技
術
等
の
開
発
、
販
路
開
拓
及
び
生

産
性
向
上
の
取
り
組
み
に
対
し
て
助

成
す
る
。

 

・ 

小
規
模
事
業
経
営
支
援
事
業
費
助
成

　（
経
営
支
援
課
）

�

二
四
億
一
，七
〇
〇
万
円

小
規
模
事
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
を

図
る
た
め
、
経
営
改
善
普
及
事
業
を
行

う
商
工
会
及
び
商
工
会
議
所
等
に
対
し

て
助
成
す
る
。

 
・ 
事
業
承
継
推
進
事
業
費

　（
経
営
支
援
課
）�

一
，三
〇
〇
万
円

後
継
者
不
在
に
よ
る
廃
業
の
防
止
を

図
る
た
め
、
各
支
援
機
関
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
経
営
者
の
「
気
づ

き
」
を
促
す
こ
と
で
、
中
小
企
業
の
円

滑
な
事
業
承
継
を
推
進
す
る
。

・
企
業
向
け
制
度
融
資
促
進
費
助
成

　（
商
工
金
融
課
）

�

一
二
億
八
，〇
六
〇
万
円

�

［
融
資
枠
一
，六
〇
〇
億
円
］

地
域
企
業
者
の
設
備
投
資
や
経
営
の

改
善
等
に
必
要
な
資
金
調
達
の
円
滑
化

を
図
る
。

 

・ 

商
業
エ
リ
ア
活
性
化
支
援
関
連 

事
業
費

　（
地
域
産
業
課
）�

一
，四
九
〇
万
円

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
人
材
の
育
成
と
連
携
強

化
を
図
る
た
め
、
空
き
店
舗
等
を
再
生

す
る
人
材
の
知
見
を
活
用
し
た
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
等
を
行
う
。

農
林
水
産
分
野
の
ル
ネ
サ
ン
ス

（『
文
化
』の
力・「
革
新
」の
力
）

●
農
芸
品
の
生
産
力
強
化
と
販
路
拡
大

・
Ａ
Ｏ
Ｉ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
を
拠
点
と
し
て
、

産
学
官
金
の
多
様
な
参
画
を
得
た
農

業
版
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
運
営
の
支
援

や
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
「
先
端
農
業
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
進
め
る
。

・
農
地
や
農
業
水
利
施
設
等
の
農
業
生

産
基
盤
の
整
備
、
農
村
地
域
に
お
け

る
防
災
対
策
、
多
面
的
機
能
発
揮
の

た
め
の
地
域
活
動
等
を
支
援
す
る
。

・
路
網
整
備
や
間
伐
等
の
森
林
整
備
を

●
次
世
代
産
業
を
牽
引
す
る
研
究
開
発

の
推
進

 
・	
マ
リ
ン
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活

用
し
た
革
新
的
な
技
術
開
発
と
、
産

業
分
野
へ
の
応
用
を
促
進
す
る
。

 

・ 

マ
リ
ン
バ
イ
オ
産
業
関
連
事
業
費

　（
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
、

水
産
振
興
課
、
水
産
資
源
課
）

�

二
億
五
，〇
九
〇
万
円

マ
リ
ン
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活

用
し
た
新
た
な
産
業
を
創
出
す
る
た

め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
中
核
と
な

る
「
マ
リ
ン
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
パ
ー
ク
」（
通
称
：
マ
オ
イ
パ
ー
ク
）

の
整
備
や
、
新
た
な
法
人
の
設
立
、
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
等
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
調
査
船
「
駿
河
丸
」
の

代
船
の
建
造
や
温
水
利
用
研
究
セ
ン

タ
ー
沼
津
分
場
の
再
整
備
の
検
討
等
を

行
う
。

中
小
企
業・小
規
模
企
業
の

経
営
基
盤
強
化

●
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
強
化

 

・	「
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
創
出
の
た

め
、
行
政
や
産
業
支
援
機
関
、
金
融

機
関
な
ど
に
よ
る
連
携
を
図
る
こ
と

で
、
県
内
大
学
の
研
究
シ
ー
ズ
を
発

掘
、
事
業
化
を
支
援
す
る
。

 

・	

経
営
革
新
に
取
り
組
む
中
小
企
業
の

掘
り
起
こ
し
を
図
る
と
と
も
に
、
新

商
品
・
新
技
術
等
の
開
発
や
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

の
利
活
用
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
な

ど
に
よ
り
、
企
業
の
技
術
力
強
化
や

経
営
力
向
上
を
図
る
。

 

・	

新
た
な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
小
規
模
企
業
に
対
す
る
助
成
の
拡

充
や
企
業
が
抱
え
る
課
題
解
決
を
支

援
す
る
専
門
人
材
の
派
遣
等
に
よ

り
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
へ
の

支
援
を
よ
り
一
層
充
実
す
る
。

 
・	「
事
業
承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
よ

り
、
中
央
会
・
商
工
会
・
商
工
会
議

所
、地
域
金
融
機
関
等
が
連
携
し
て
、

事
業
承
継
診
断
等
、
企
業
の
課
題
に

応
じ
た
支
援
を
行
う
。

 

・	

経
営
改
善
資
金
借
換
枠
の
条
件
拡
充

や
事
業
承
継
資
金
の
融
資
限
度
額
の

拡
大
、
創
業
資
金
に
係
る
信
用
保
証

料
の
軽
減
に
対
す
る
支
援
な
ど
、
企

業
が
必
要
な
資
金
を
調
達
で
き
る
よ

う
、
適
時
適
切
な
見
直
し
を
行
う
。

 

・ 

静
岡
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
発
掘
・
育
成 

事
業
費 

新
規

　（
商
工
振
興
課
）�

一
，二
〇
〇
万
円

静
岡
県
か
ら「
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

を
創
出
す
る
た
め
に
、
行
政
や
産
業
支

援
機
関
、
金
融
機
関
な
ど
で
連
携
体
制

を
構
築
し
、
県
内
大
学
の
研
究
シ
ー
ズ

を
発
掘
す
る
と
と
も
に
、
事
業
化
を
支

援
す
る
。
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森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
実

施
す
る
。

 

・ 

未
来
の
農
業
を
支
え
る
人
づ
く
り 

推
進
事
業
費 

新
規

　（
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
課
）�

九
二
〇
万
円

農
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
将
来
の

就
農
者
の
増
加
に
つ
な
げ
る
た
め
、
子

ど
も
と
そ
の
家
族
等
が
多
様
な
農
業
体

験
が
で
き
る
よ
う
、
体
験
機
会
の
提

供
・
情
報
発
信
や
サ
ポ
ー
ト
付
貸
し
農

園
（
体
験
農
園
）
の
開
設
を
支
援
す
る
。

 

・ 

全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
開
催 

事
業
費

　（
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
課
）�

�

一
，七
五
〇
万
円

全
国
の
意
欲
あ
る
農
業
者
な
ど
が
一

堂
に
会
し
、
相
互
研
鑽
・
交
流
を
通
じ

て
自
ら
の
経
営
改
善
と
地
域
農
業
・
農

村
の
発
展
を
目
指
す
「
全
国
農
業
担
い

手
サ
ミ
ッ
ト
」
を
、
本
年
秋
に
本
県
で

開
催
す
る
。

 

・ 

森
林
環
境
譲
与
税
関
連
事
業
費 

新
規

　（
森
林
計
画
課
・
林
業
振
興
課
）

�

一
億
二
，〇
〇
〇
万
円

今
年
度
か
ら
県
に
配
分
が
予
定
さ
れ

て
い
る
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、

市
町
担
当
者
の
研
修
や
森
林
技
術
者
の

市
町
へ
の
派
遣
、
林
業
の
担
い
手
の
確

保
・
育
成
等
に
よ
り
、
市
町
の
森
林
整

備
等
を
支
援
す
る
。

●
水
産
関
連
産
業
の
連
携
促
進

 

・	

水
産
関
連
事
業
者
の
ア
イ
デ
ア
等

の
実
現
を
図
る
た
め
の
相
談
体
制

の
整
備
と
と
も
に
、
新
た
な
事
業
を

実
現
す
る
た
め
の
業
者
間
連
携
を

支
援
す
る
。

 

・	

高
付
加
価
値
を
誇
る
本
県
産
水
産
物

を
供
給
す
る
流
通
体
制
の
構
築
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

 

・ 

水
産
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
対
策
支
援
推

進
事
業
費
助
成 

新
規

　（
水
産
振
興
課
）�

五
，〇
〇
〇
万
円

水
産
振
興
、
資
源
管
理
、
人
材
確
保

の
各
分
野
に
お
け
る
漁
業
者
等
の
新
た

な
ア
イ
デ
ア
等
の
実
現
を
図
る
た
め
の

業
界
横
断
型
の
総
合
的
相
談
体
制
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
事
業
や
事

業
実
現
の
た
め
の
他
業
者
と
の
連
携
を

支
援
す
る
。

 

・ 

新
た
な
流
通
体
制
の
構
築
に
よ
る
水

産
物
の
魅
力
向
上
事
業
費

　（
水
産
振
興
課
）�

九
八
〇
万
円

県
内
外
か
ら
多
数
の
観
光
客
が
訪
れ

る
な
ど
県
産
水
産
物
に
対
す
る
大
き
な

需
要
が
期
待
で
き
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

新
鮮
で
付
加
価
値
の
高
い
本
県
産
水
産

物
を
供
給
す
る
地
場
流
通
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
む
。

促
進
す
る
ほ
か
、
治
山
事
業
に
よ
る

山
地
災
害
対
策
を
推
進
す
る
。

 
・ 
先
端
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連 

事
業
費

　（
農
業
戦
略
課
）

�

五
億
一
，一
七
六
万
一
千
円

実
証
施
設
や
生
産
現
場
に
お
け
る
大

量
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
革
新
的
栽
培

法
、
農
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
研
究
開
発

や
、
一
般
財
団
法
人
ア
グ
リ
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構
が
行
う
農
業
版

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
運
営
の
支
援
を
行
い
、
農

業
の
生
産
性
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

農
業
を
軸
と
し
た
関
連
産
業
の
ビ
ジ
ネ

ス
展
開
の
促
進
等
を
行
う
。

 

・ 

ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
関
連
事
業
費 

新
規

　（
農
業
戦
略
課
）�

一
億
一
〇
〇
万
円

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
に
よ
る

経
営
改
善
の
効
果
を
現
地
で
実
証
し
、

普
及
す
る
。

 

・ 

ス
マ
ー
ト
畜
産
支
援
事
業
費 

新
規

　（
畜
産
振
興
課
）�

二
，二
〇
〇
万
円

県
内
の
畜
産
経
営
基
盤
を
強
化
す
る

た
め
、
意
欲
あ
る
畜
産
農
家
に
対
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
率
的
な
個
体
管

理
や
臭
気
対
策
の
た
め
の
機
器
・
設
備

の
導
入
を
支
援
す
る
。

 

・ 

農
業
用
ハ
ウ
ス
強
靭
化
緊
急
対
策
事

業
費
助
成 

新
規

　（
農
業
戦
略
課
）�

五
，三
〇
〇
万
円

平
成
三
〇
年
の
台
風
二
四
号
等
の
農

業
被
害
を
踏
ま
え
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
の

補
強
等
を
支
援
す
る
。

 

・ 

農
芸
品
供
給
拡
大
緊
急
対
策
事
業
費

　（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
）

�

一
億
三
，〇
五
〇
万
円

首
都
圏
へ
の
農
芸
品
の
供
給
力
拡
大

を
図
る
た
め
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
正
確
な

情
報
を
生
産
現
場
に
つ
な
ぐ
専
門
チ
ー

ム
の
活
動
や
市
場
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
野

菜
を
生
産
拡
大
す
る
た
め
の
鉄
骨
ハ
ウ

ス
の
新
設
等
に
対
し
助
成
す
る
。

 
・ 
治
山
事
業
費

　（
森
林
保
全
課
）

�
五
四
億
六
，八
六
八
万
円

安
全
で
住
み
良
い
県
土
の
保
全
を

図
る
た
め
、
中
東
遠
地
区
の
関
係
市
が

実
施
す
る
「
静
岡
モ
デ
ル
」
と
連
携
し

て
海
岸
防
災
林
を
再
整
備
す
る
「
ふ
じ

の
く
に
森
の
防
潮
堤
づ
く
り
」
や
、
保

安
林
な
ど
に
お
い
て
治
山
事
業
を
実

施
す
る
。

●
担
い
手
の
確
保
・
育
成

 

・	

将
来
の
就
農
者
増
加
を
目
的
と
し
た

農
業
体
験
の
た
め
の
情
報
発
信
や
農

園
の
開
設
を
支
援
す
る
。

 

・	

県
内
市
町
の
森
林
整
備
等
へ
の
支

援
を
目
的
に
、
市
町
担
当
者
の
研
修

や
森
林
技
術
者
の
市
町
へ
の
派
遣
、

林
業
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
等
を
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産
業
へ
の
参
入
の
促
進
や
関
連
産
業

の
振
興
を
図
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
を
推
進
す
る
。

 

・ 

創
エ
ネ
・
蓄
エ
ネ
技
術
開
発
支
援 

事
業
費

　（
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課
）

�

三
億
九
〇
〇
万
円

創
エ
ネ
・
蓄
エ
ネ
分
野
で
の
新
た
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
を
創
出
す
る
た
め
、

静
岡
県
創
エ
ネ･

蓄
エ
ネ
技
術
開
発
推

進
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
た
技
術
開
発

支
援
や
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

構
築
な
ど
を
行
う
。

 

・ 

県
内
企
業
海
外
展
開
支
援
関
連 

事
業
費

　（
企
業
立
地
推
進
課
）�

�

七
，一
五
一
万
円

県
内
企
業
の
海
外
展
開
を
支
援
す
る

公
益
社
団
法
人
静
岡
県
国
際
経
済
振
興

会
に
対
す
る
助
成
や
、
ジ
ェ
ト
ロ
、
金

融
機
関
な
ど
海
外
展
開
支
援
機
関
と
の

連
携
強
化
、
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

派
遣
等
を
行
う
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
の
推
進

●
災
害
時
に
お
け
る
次
世
代
自
動
車
の

活
用

 

・	

災
害
発
生
時
に
お
け
る
、
次
世
代
自

動
車
と
可
搬
型
給
電
器
に
よ
る
非
常

用
電
源
の
確
保
策
に
つ
い
て
普
及
啓

蒙
を
推
進
す
る
。

 

・ 

次
世
代
自
動
車
活
用
災
害
時
地
域
内

電
力
供
給
力
向
上
事
業
費 

新
規

　（
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課
）

�

二
，七
五
〇
万
円

県
内
四
か
所
の
県
地
域
局
に
配
置
す

る
次
世
代
自
動
車
と
可
搬
型
給
電
器
を

活
用
し
て
非
常
用
電
源
を
確
保
す
る
方

法
を
情
報
発
信
し
、普
及
啓
発
を
図
る
。

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
振
興

 

・	

産
学
官
に
よ
る
協
議
会
を
設
立
し
、

地
域
企
業
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

●
都
づ
く
り

 
・	「
ふ
じ
の
く
に
食
と
花
の
都
の
祭
典
」

の
開
催
や
食
の
都
づ
く
り
仕
事
人
と

連
携
し
た
食
の
魅
力
発
信
に
よ
り
、

県
産
食
材
の
需
要
創
出
と
消
費
拡
大

を
図
る
。

 

・	

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

や
商
談
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
企
業

で
の
花
の
活
用
に
よ
り
消
費
拡
大

を
図
る
。

 

・ 「
食
の
都
」
づ
く
り
推
進
事
業
費

　（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
）

�

一
，五
〇
〇
万
円

「
ふ
じ
の
く
に
食
の
都
づ
く
り
仕
事

人
」
と
連
携
し
た
本
県
の
食
の
魅
力
の

発
信
、
仕
事
人
や
生
産
者
を
核
と
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等
を
通
じ
、
県

産
食
材
の
消
費
拡
大
を
図
る
。

 

・ 「
花
の
都
」
づ
く
り
推
進
事
業
費

　（
農
芸
振
興
課
）�

六
，三
五
〇
万
円

花
の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
や
販
路

拡
大
に
向
け
た
商
談
会
を
開
催
す
る

ほ
か
、
静
岡
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
た
浜
名
湖

ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
で
の
花
フ
ェ
ス
タ

の
開
催
や
北
京
国
際
園
芸
博
覧
会
へ

の
出
展
を
通
じ
て
県
産
花
き
産
業
の

振
興
に
取
り
組
む
。

通
商
の
拡
大
と

海
外
活
力
の
取
り
込
み

●
県
産
品
の
輸
出
拡
大

 

・	

新
た
な
海
外
販
路
拡
大
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
事
業
者
を
支
援
・
育
成
す
る

と
と
も
に
、
事
業
者
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
支
援
す
る
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を

設
置
し
、
県
産
品
の
輸
出
促
進
機
能

を
担
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
形
成

に
取
り
組
む
。

 
・ 

県
産
品
輸
出
促
進
機
能
形
成
事
業
費

　（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
）

�

三
，九
五
〇
万
円

本
県
農
林
水
産
物
等
を
海
外
に
幅
広

く
輸
出
す
る
事
業
者
を
支
援
・
育
成
し
、

県
産
品
の
輸
出
促
進
に
取
り
組
む
。

県
産
品
輸
出
促
進
事
業
費

　（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
）
�

二
，九
一
〇
万
円

海
外
に
お
け
る
県
産
品
の
販
路
拡

大
を
推
進
す
る
た
め
、
県
産
品
セ
ミ

ナ
ー
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
海
外
展
開
支
援
の
体
制

を
強
化
し
、
事
業
者
の
輸
出
事
業
を
後

押
し
す
る
。

●
海
外
経
済
ミ
ッ
シ
ョ
ン
等
の
派
遣 

等
に
よ
る
海
外
活
力
の
取
り
込
み

 

・	

海
外
経
済
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
受
け
入
れ

や
海
外
展
開
支
援
機
関
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
図
る
。
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焼
津
市
内
の
造
園
業
者
一
四
社
で
構

成
し
、
市
内
一
二
六
の
公
園
を
管
理
・

運
営
し
て
い
る
焼
津
環
境
緑
化
事
業
協

同
組
合
（
村
田
昌
弘
理
事
長
）
で
は
、

二
月
二
日
、
焼
津
市
の
石
津
中
央
公
園

で
剪
定
教
室
を
開
催
し
た
。

二
年
に
一
度
、
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
に
繋
げ
よ
う
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
一

環
で
始
め
、
今
回
で
五
回
目
と
な
る
剪

定
教
室
に
は
、
市
の
広
報
紙
な
ど
を
見

た
市
民
二
一
名
が
参
加
。
当
日
は
天
気

に
も
恵
ま
れ
、
暖
か
な
陽
気
の
も
と
、

参
加
者
ら
は
プ
ロ
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
公
園
内
の
梅
の
木
の
剪
定
を
行
っ
た
。

剪
定
教
室
で
は
、
ま
ず
始
め
に
村
田

理
事
長
か
ら
選
定
の
方
法
や
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て

説
明
を
受

け
た
の
ち

に
、
組
合

員
の
指
導

の
も
と
実

際
に
剪
定

を
行
い
、

剪
定
の
コ

ツ
を
学
ん
だ
。

参
加
者
か
ら
は
、「
選
定
の
時
期
や

留
意
点
な
ど
を
造
園
の
プ
ロ
か
ら
直
接

聞
く
こ
と
が
で
き
て
大
変
参
考
に
な
っ

た
。
我
が
家
の
庭
の
手
入
れ
に
ぜ
ひ
活

か
し
た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

当
組
合
の
担
当
者
は
、「
毎
回
参
加

者
か
ら
は
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。
剪

定
教
室
を
通
じ
て
、
無
料
緑
化
活
動
な

ど
組
合
の
認
知
度
向
上
に
繋
げ
ら
れ
れ

ば
」
と
語
っ
た
。

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
へ

焼
津
市
内
で
剪
定
教
室
を
開
催

焼
津
環
境
緑
化
事
業
協
同
組
合

加
者
ら
は
今
後
の
対
応
に
活
か
そ
う
と

熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、
静
岡
県
経

済
産
業
部
の
前
嶋
康
寿
理
事
よ
り
、
平

成
三
一
年
度
の
外
国
人
材
の
活
躍
の
推

進
に
向
け
た
支
援
施
策
に
つ
い
て
の
情

報
提
供
も
行
わ
れ
た
。

静
岡
県
中
央
会
の
佐
塚
理
事
・
事
務

局
長
は
、「
ま
だ
ま
だ
実
務
的
に
は
不

明
な
点
が
多
い
中
で
、
一
早
く
情
報
を

伝
え
た
い
と
の
想
い
か
ら
今
回
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
本

セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
現
時
点
で
知
り
得

る
範
囲
の
情
報
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ

け
れ
ば
」
と
語
っ
た
。

静
岡
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
で

は
、二
月
二
二
日
、静
岡
市
葵
区
の
ク
ー

ポ
ー
ル
会
館
に
て
、「
入
管
法
改
正 

解

説
・
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

昨
年
一
二
月
に
改
正
入
管
法
が
成
立

し
、
我
が
国
の
外
国
人
労
働
者
の
受
け

入
れ
は
歴
史
的
転
換
期
を
迎
え
て
い

る
。
今
回
の
法
改
正
で
は
、
深
刻
な
人

手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
な
在

留
資
格
を
設
け
、
こ
れ
ま
で
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
単
純
労
働
も
特
定
の
業
種
に

お
い
て
可
能
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
組

合
・
企
業
に
お
け
る
関
心
も
高
く
、
当

日
は
約
八
〇
名
が
参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社
の
市

丸
順
子
氏

が
、
外
国

人
雇
用
の

ポ
イ
ン
ト

や
法
改
正

の
概
要
な

ど
を
分
か

り
や
す
く

解
説
。
参

入
管
法
改
正 

解
説・対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

法
改
正
の
概
要
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

静
岡
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

▲�セミナーの様子

▼剪定教室の様子

▲剪定教室に参加された皆さん

▼講師の市丸氏
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静
岡
県
東
部
青
年
中
央
会
（
狩
野 

哲
会
長
）
で
は
、
三
月
一
七
日
、
三
島

市
内
に
お
い
て
、
今
年
度
迎
え
る
創
立

五
〇
周
年
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

三
島
馬
鈴
薯
の
種
芋
植
え
を
行
っ
た
。

今
回
の
事
業
は
、
静
岡
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
諏
訪
部
敏
之
会
長
よ
り
紹

介
い
た
だ
い
た
Ｊ
Ａ
三
島
函
南
の
ご
協

力
の
も
と
、
三
島
馬
鈴
薯
の
生
産
者
と

青
年
中
央
会
の
会
員
に
よ
る
「
農
商
工

連
携
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
実

施
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
三
島
市
笹

原
に
あ
る
宮
澤
竜
司
氏
の
畑
に
、
諏
訪

部
会
長
、
狩
野
会
長
を
は
じ
め
、
青
年

中
央
会
の
会
員
と
家
族
ら
約
四
〇
名
が

参
加
し
、

植
え
付
け

に
汗
を
流

し
た
。

穴
の
開

い
た
畑
に

種
芋
を
落

と
し
て
土

を
か
ぶ
せ

る
作
業
は
、
一
見
簡
単
な
様
だ
が
、
芽

が
出
て
い
る
方
を
上
に
し
て
落
と
し
周

り
の
土
山
を
崩
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

点
に
各
自
注
意
を
払
っ
て
い
た
。普
段
、

土
と
親
し
む
機
会
が
無
い
会
員
だ
け
で

な
く
、
参
加
し
た
子
供
た
ち
か
ら
も
自

然
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
た
。

今
回
植
え
た
種
芋
は
今
年
六
月
中
旬

に
収
穫
の
予
定
。
馬
鈴
薯
を
傷
つ
け
な

い
よ
う
に
機
械
を
使
用
せ
ず
、
全
て
手

作
業
に
て
収
穫
す
る
大
仕
事
に
な
る
と

の
こ
と
。

「
収
穫
時

の
楽
し
さ
や

喜
び
は
農
作

業
で
し
か
体

験
で
き
な

い
。
今
か
ら

六
月
が
待
ち

遠
し
い
で

す
」
と
狩
野

会
長
は
笑
顔

で
語
っ
た
。

農
商
工
連
携
で
地
元
の
農
産
品
に
親
し
む

創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
を
開
催

静
岡
県
東
部
青
年
中
央
会

静
岡
浅
間
通
り
商
店
街
振
興
組
合

（
藤
若
道
子
理
事
長
）
で
は
、
毎
月
一

日
に
「
安
倍
の
市
」
を
開
催
し
て
い
る
。

毎
回
、
浅
間
神
社
境
内
に
四
〇
店
舗

以
上
の
屋
台
が
並
び
、
地
元
産
の
野
菜

か
ら
惣
菜
、
パ
ン
、
ス
イ
ー
ツ
、
雑
貨
と

様
々
な
こ
だ
わ
り
の
品
が
販
売
さ
れ
る
。

当
組
合
で
は
、
二
〇
一
二
年
五
月
、

浅
間
通
り
活
性
化
の
為
、
毎
月
一
日
の

み
限
定
商
品
を
販
売
す
る
「
お
つ
い
た

ち
ま
い
り
」
を
通
り
沿
い
で
始
め
た
。

そ
の
後
、
約
五
年
の
準
備
期
間
を
か

け
、
浅
間
神
社
で
行
わ
れ
る
月つ

き
な
み
さ
い

次
祭
に

合
わ
せ
て
開
催
す
る
現
在
の
形
へ
と
発

展
さ
せ
た
。

当
初
は
小

さ
な
規
模
で

ス
タ
ー
ト
し

た
が
、
現
在

は
「
オ
ク
シ

ズ
」
や
「
し

ず
ま
え
」
地

域
、
ま
た
静

岡
市
外
か
ら

も
出
店
希
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

開
催
時
間
は
九
時
か
ら
一
三
時
。
三

月
一
日
の
市
で
も
、
開
店
前
に
も
関
わ

ら
ず
朝
か
ら
行
列
が
で
き
、
終
了
時
刻

ま
で
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
た
。

藤
若
理
事
長
は
、
新
規
出
店
者
と
は

事
前
に
会
っ
て
話
す
よ
う
に
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
ま
た
、
商
店
街
同
様
、
出

店
者
と
の
信
頼
関
係
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
当
日
の
店
舗
同

士
の
交
流
に
も
心
を
砕
い
て
い
る
。

さ
ら
に
藤
若
氏
は
「
現
在
は
主
に
浅

間
神
社
境
内
で
の
出
店
だ
が
、
今
後
は

浅
間
通
り
ま
で
屋
台
を
広
げ
る
予
定
。

組
合
員
で
協
力
し
合
っ
て
浅
間
通
り
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

オ
ク
シ
ズ
の
幸・し
ず
ま
え
の
幸 

一
堂
に
集
う
！

毎
月
一
日
に「
安
倍
の
市
」を
開
催

静
岡
浅
間
通
り
商
店
街
振
興
組
合

▼運営本部の様子

▼手順を確認し種芋を植え付ける

▲�毎回多くの方が訪れる

▲�心地よい汗を流し笑顔の参加者

9 中小企業静岡 2019.4

組合活性化情報

31年4月号_本文.indd   9 2019/04/04   11:34



（平成31年２月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員60名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

業界の声 対象17業種より抜粋

■製造業
（水産食品製造業）
・	地元の水揚げ量の減少からくる魚価格の高騰と、魚離れに不
安を抱いている。

（織物業）
・	本年に入ってからまとまった受注が無く、小ロット受注のみ
である。

（宗教用具製造業）
・	彼岸を前に多少荷動きがあり、売り上げが前年と比べ７パー
セント程度増加した。

（木材・木製品製造業）
・	住宅に関しては、消費増税後の景気対策としてローン減税の
拡充等もあり、駆け込み需要も無く落ち着いた状況である。

（パルプ・紙・紙加工品製造業）
・	トイレ紙の市場価格が上向いてきている。
・	繁忙期に入り各製紙会社の生産量が増加している。
・	今年は消費増税があり、組合員各社例年よりも多い生産が予
想される。

（セメント・同製品製造業）
・	骨材、原材料価格が値上げ傾向で、新年度は販売価格を値上
げせざるを得ない。

（金属製品製造業）
・	原材料価格の高騰及びIT関連の業績不振により、一部組合員
の売上・収益が悪化している。

（生産用機械器具製造業）
・	納期が短期化しており、残業増加により収益を圧迫している。
・	省力化・ロボット化の設備機発注が増えている。
・	大きな工場の移設工事が入って売上が増加した。
・	当面の受注残は確保しているが、国内・国外向けともに投資
先送りの感があり、新規受注に陰りが見える。

（電気機械器具製造業）
・	業務用・家庭用の空調機はともに高水準での生産が継続して
いる為、関係する組合員は繁忙状態が続いている。

（輸送用機械器具製造業）
・	一部の組合員企業では、アメリカと中国の貿易戦争の影響が
生じており、今後の動向次第では景気に一段と悪影響を与え
る一因となる可能性がある。
・	前月同様人手の確保に外国人の活用が増えている。
・	賃金・労務管理面での対応に苦労している。

（その他の製造業）
・	人員確保に苦慮している。

■非製造業
（セメント卸売業）
・	公共関係、民間ともに需要が低迷し、出荷量は４か月連続で
前年を下回った。

（機械器具小売業）
・	今月は特に悪かった。現況は例年と比較しても著しく悪い。
春の商戦に期待する。

（鮮魚小売業）
・	来客数、客の購入単価の減少が続いていて、回復の兆しが見
えない。

（商店街）
・	プレミアムフライデーが２周年を迎えた。毎月の開催は大変だ
が、少しでも組合員の売り上げ向上に繋げるため継続していく。
・	イベントスペースを外部企業が催事で使用するケースが増
加した。

（宿泊業）
・	一人当たりの消費額が減少している。特に館内利用（売店等）
の売り上げが減少している。
・	素泊り客の増加が売上高と販売価格の低下の要因となった。

（総合工事業）
・	労働者本人が受け取る賃金である労務単価が７年連続で上
昇しているが、そこから41%に当たる必要経費が削られる。国
交省が「事業主が負担する必要経費を含まない下請け契約締
結は不当」として適正価格での契約を呼びかけているが、「上
昇分が賃金に反映されていない」という声が依然強い。
・	官庁の年度末工事と民間の大規模建築工事が多く施行され
ている関係で、レンタルの重機不足やレッカー車の予約がと
りづらくなっている。

（識別工事業）
・	仕上げ工事が繁忙期に入っているが、鉄筋･型枠等の躯体系
工事はかなり空きが出ている状況が続いている。ゼネコンも
仕上げ工事が忙しく、新規着工物件に二の足を踏んでいて、
早期着工が見込まれないものが多い。今後６月くらいまでこ
の状況が続きそうで、見極め価格も下降気味となっている。
・	内装工事等の仕上げ系は人手不足感が強い。

（道路貨物運送業）
・	２月の物量は例年と同程度だったが、月末週は低調となった。
・	燃料価格が再び上昇し収益に影響している。
・	月末より引越しの注文が増加し始めている。
・	軽油価格が上昇している。４月の出光興産と昭和シェル石油
の経営統合による今後の価格動向が注目される。

連合静岡より春闘の要請書の提出を受けました
　静岡県中央会は、平成31年3月12日、連合静岡の中西清文会長よ
り2019年春闘に関する要請書の提出を受けました。
　要請書では、①地域における定昇相当額（目安額）と年齢別ミニ
マム額の水準を意識した処遇改善、②賃金の改定、③法令順守を基
本とした総労働時間短縮に向けた要請、④「公正取引の実現」の要請、
⑤外国人労働者の権利と人権の保障等が求められています。
　これを受け、中央会 諏訪部敏之会長は、県内中小企業の現況を説
明した上で「経済の先行きへの不安感や社会・産業構造の変化など、
今は経営に対する慎重な判断を要する時期。加えて、様々な処遇改
善や賃上げなどには中小企業の取引環境の改善等、収益性の向上が
必須」と述べました。 ▲要請書を受け取る中央会諏訪部会長（左）
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主要三指標DI値推移（過去10年間）

○平成31年２月のDI値は、「在庫数量」を除く８指標が基準値（±0.0）を下回った。主要３指標（「売上高」「収益状況」「業
界の景況」）は、前月との比較において「売上高」「収益状況」は改善、「業界の景況」は横ばいとなった。

○「製造業」では、前月との比較において全９指標中「在庫数量」が悪化、「売上高」「収益状況」を含む５指標が改善
する結果となった。

○「非製造業」では、前月との比較において全８指標中「売上高」「収益状況」の２指標が改善した。「業界の景況」「雇
用人員」が横ばい、それ以外の４指標が悪化する結果となった。

概　況

内閣府が3月8日に公表した平成31年2月期の「景気ウォッチャー調査（全国版景気動向調査）」によると、2月の景況を
示す現状判断ＤＩ（季節調整値）は、前月比1.9ポイント上昇の47.5（基準値50.0＝前年同月比横ばいを示す）となった。
また、2，3ヵ月先の景況を予測する先行き判断ＤＩ（季節調整値）は前月比0.5ポイント低下の48.9となった。
今回の調査結果に示された景気ウォッチャーの見方は、「緩やかな回復基調が続いている。先行きについては、海外情
勢等に対する懸念もある一方、改元や大型連休等への期待がみられる」とまとめている。
本会の実施する2月期景況調査では、前月との比較において、全9指標中4指標が上昇する結果となった。製造業では
「売上高」「収益状況」がそれぞれ6.6、8.7ポイント上昇、非製造業でも6.7、9.9ポイント上昇する結果となったが依然
基準値を大きく下回っている。

DI値の推移 ※DI値 ＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100　　

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H31.2 －11.6 －4.7 －5.0 －6.7 －23.4 －10.0 －13.3 －15.0 －26.7

DI値

H31.1 －18.4 －13.9 －1.7 －6.6 －31.7 －15.0 －13.4 －15.0 －26.7

H31.1→H31.2 6.8↑ 9.2↑ －3.3↓ －0.1↓ 8.3↑ 5.0↑ 0.1↑ 0.0→ 0.0→

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、「在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。
※基準値±0.0＝前年同月比横ばい。
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成長産業分野職業訓練 受講生募集!

　静岡県立沼津技術専門校では中小企業等の成長産
業分野への事業展開を促進するため、生産部門の技
術者等を対象とした職業訓練を行っております。詳細
の確認、お申込みは沼津技術専門校（沼津テクノカレッ
ジ）ホームページ内の在職者訓練のページからお願い
いたします（ホームページの閲覧が難しい場合には、
電話等で申し込み方法等のご案内をいたします）。

【沼津技術専門校】
ＨＰ：http://www.numazu-vtc.ac.jp/
〒410-0022 静岡県沼津市大岡4044-24
TEL：055-925-1071　FAX：055-925-1115
■ドローン活用入門①
　会　　場： 沼津技術専門校
　開催日時： 6/6、7
  9：00 ～ 16：00（２日間）
　募集期間： ～ 5/19
　受 講 料：3,240円
～ドローンの活用、運用法について学びます～
■NC旋盤初級
　会　　場： 沼津技術専門校
　開催日時： 5/27、28、29、30
  9：20 ～ 16：30（４日間）
　募集期間： ～ 5/7まで
　受 講 料：2,160円
～ NC旋盤のプログラミングと基本操作を学びます～
■マシニングセンタ初級
　会　　場： 沼津技術専門校
　開催日時： 6/17、18、20、24
  9：20 ～ 16：30（４日間）
　募集期間： ～ 5/27まで
　受 講 料：2,160円
～マシニングセンタのプログラミングと基本操作を
学びます～
■機械CAD応用
　会　　場： 沼津技術専門校
　開催日時： 6/11、14、18
  9：20 ～ 16：30（３日間）
　募集期間： ～ 5/21まで
　受 講 料：1,620円
～ AutoCADによる機械図面作成と三次元モデリン
グ操作方法の習得～

2019年度静岡障害者技能競技大会
（アビリンピックしずおか2019）の出場者募集 

　障害のある方々の職業能力の向上を図るとともに、企
業や社会一般の人々に障害のある方々に対する理解と認
識を深めてもらい、その雇用の促進を図ることを目的と
して2019年度静岡障害者技能競技大会を開催します。
　参加選手は、企業で働いている方、特別支援学校や職
業訓練校の在校生など様々ですが、年齢、経験の区別な
く同じ条件で競技に挑みます。
　障害のある方々が日頃職場や学校などで培った技能を
競います。選手の鍛錬された「技」とやり遂げる姿を是
非ご覧ください。（入場無料）
　また、出場選手の参加申込も受け付けています。

≪ 2018 大会の様子 喫茶サービス競技≫

[開催概要]
日時：７月６日（土）9：30 ～ 17：00　
 ７月13日（土）9：15 ～ 13：45（DTP競技のみ）
会場：静岡市清水文化会館マリナート
 （静岡市清水区島崎町214）
 静岡市東部勤労者福祉センター清水テルサ
 （静岡市清水区島崎町223）
 清水社会福祉会館はーとぴあ清水
 （静岡市清水区宮代町1-1）
 静岡デザイン専門学校
 （静岡市葵区鷹匠2-19-15）（DTP競技）
主催：静岡県、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支

援機構静岡支部
[競技概要]
対象：身体、知的、精神障害のいずれかのある15歳以上

の県内在住者または県内に通勤・通学する方
定員：５～ 24人　種目による（選考）
種目：ワードプロセッサ、データベース、販売実務、
 オフィスアシスタント、ビルクリーニング、
 喫茶サービス、表計算、パソコンデータ入力、縫製、

木工A・B、DTP、製品パッキング
申込方法：ホームページから印刷した申込書等を郵送ま

たは持参してください。
申込期限：５月31日（金）

【開催並びに競技内容の問い合わせ先】
〒422-8033  静岡市駿河区登呂3丁目1番35号
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構静岡支部
TEL：054-280-3622　FAX：054-280-3623
URL：http://www.jeed.or.jp/location/shibu/

shizuoka/22_ks_abilin2019.html
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～県内の優れた技能者を推薦してください～
「静岡県優秀技能者功労表彰」

候補者を募集します。

　県では、広く社会一般に技能のすばらしさを理解
していただき、技能労働者の地位向上につなげるた
め、極めて優れた技能を持ち、他の労働者の模範と
なる技能者を表彰します。

平成 30 年度の受賞者

●対　　象
　 県内で働き、極めて優れた技能を持ち、当該技能

の第一人者と目されている方
●推 薦 者
　 市町、産業団体、職業訓練機関、事業所等
●推薦方法
　 県立技術専門校（テクノカレッジ）に所定の書類

を提出してください。
●募集期間
　2019年６月28日（金）必着
●選考方法
　 推薦のあった方の中から、技能の内容、産業への

貢献及び後進の育成等を総合的に審査して決定し
ます。

●表 彰 式
　2019年11月
●平成30年度受賞者数
　26名

【お問い合わせ】
静岡県経済産業部 職業能力開発課
ものづくり人材班
TEL：054-221-2823
FAX：054-271-1979
E-mail：syokunow@pref.shizuoka.lg.jp
HP：  http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-230/

ginou/ginou_hyousyou.html

労働問題でお困りの際は御相談ください

県の労働相談窓口のご案内
～解雇、賃金未払い等で悩んでいませんか？～

　解雇、賃金不払い、ハラスメント等の労働問題に、
各県民生活センターの労働相談員または労働相談担当
職員が労使双方からの相談に応じています。
◆来所・電話による相談

名称 住　　所 電　話
東部県民 
生活センター

沼津市大手町1-1-3 
沼津商連会館ビル2階 フリーアクセス 

0120-9-39610 
月～金 

 9:00 ～ 12:00 
13:00 ～ 16:00

中部県民 
生活センター

静岡市駿河区南町14-1 
水の森ビル3階

西部県民 
生活センター

浜松市中区中央1-12-1 
浜松総合庁舎3階

※ 携帯電話･IP電話等からはフリーアクセスの電話が利用できま
せんので、（東部）055-951-9144、（中部）054-286-3206、（西部）
053-452-0144のいずれか最寄りのセンターまでおかけください。

≪弁護士労働相談≫
各県民生活センターで月1回開催しています。（予約制）
　（東部）第２水曜日、（中部）第４水曜日
　（西部）第３水曜日
◆メールによる相談
労働雇用政策課HP内、メール労働相談入力フォームか
らご相談ください。

（HP）  http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-210/
roudousoudan/q_form03.html

【労働相談窓口に関するお問い合わせ】
静岡県経済産業部労働雇用政策課
TEL：054-221-2338

労働委員会のご案内
～労使紛争解決のため労働委員会のご利用を～

　静岡県労働委員会は、労働組合法に基づき、労使の
紛争解決を支援するために設けられている専門的な行
政機関です。公益を代表する委員、労働者を代表する
委員、使用者を代表する委員の三者で構成されていま
す。労使問題でお困りの際はお気軽にご相談ください。
労使双方または一方から相談することができます。
≪労働委員会の主な業務≫
•   労働者個人と事業主の間のトラブルについて「あっせ

ん」を実施しています。（あっせんの申請は各県民生活
センターで受け付けています。）

•   労働組合と会社の間の紛争について「あっせん」や不
当労働行為の審査・救済を行っています。

【労働委員会に関するお問い合わせ】
静岡県労働委員会事務局調整審査課
TEL：054-221-2286
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平成31年１⽉末現在における県内⾼校⽣の
求⼈倍率は2.43倍で対前年同期⽐0.15
ポイント増となり、調査開始（平成９年３
⽉卒）以降で過去最⾼となりました。

就職内定率は96.2％で同0.1ポイント減と
なりましたが、昨年度に次いで過去２番⽬
に⾼い⽔準となりました。

前年⽐ 前年差 前年⽐ 前年差
平成29年3⽉ 卒業 13,132 14.0 1.95 0.22 6,465 1.4 96.0 0.1
平成30年3⽉ 卒業 15,199 15.7 2.28 0.33 6,411 ▲ 0.8 96.3 0.3
平成31年3⽉ 卒業 16,921 11.3 2.43 0.15 6,703 4.6 96.2 ▲ 0.1

求 ⼈ 数 求⼈倍率 就職内定者数 就職内定率

(注）就職内定者数は「学校⼜は安定所の紹介を希望する者」の数を計上。

卒業年度

（単位：⼈、前年⽐％、前年差ポイント）

平成31年３⽉⼤学等卒業予定者 就職内定率（各年度とも1⽉末現在）
（単位：％、前年差ポイント）

平成31年3⽉県内⼤学等卒業予定者の
就職内定状況を調査したところ、各学歴
ともに⾼⽔準で推移しており、調査開始
（平成７年３⽉卒）以降で、⼤学⽣４位
短期⼤学⽣２位、専修学校⽣２位となり
ました。

卒業年度
⼤学 短期⼤学 専修学校

前年差 前年差 前年差

平成29年3⽉卒業 86.2 3.3 82.3 1.2 86.4 1.3
平成30年3⽉卒業 88.2 2.0 90.2 7.9 89.1 2.7
平成31年3⽉卒業 88.5 0.3 88.1 ▲2.1 90.2 1.1
（注）⼤学13校、短期⼤学6校、専修学校15校の内定状況

静岡労働局では、平成31（2019）年3⽉に⾼校、⼤学等を卒業する新卒者の1⽉末現在の内定状況を取り
まとめました。

⾼校卒業予定者職業紹介状況の推移（各年度とも1⽉末現在）

平成31年3⽉卒業 ⾼卒・⼤卒等内定状況(平成31年1⽉末現在) 職業安定課
054-271-9950 

働き⽅改⾰特設サイトが公開されました！ 雇⽤環境・均等室
054-252-5310 

厚⽣労働省では平成31年４⽉より順次「働き⽅改⾰関連法」が施⾏されることを受け働き
⽅改⾰⽀援を⽬的とした「働き⽅改⾰特設サイト」を開設しました。

特設サイトでは働き⽅改⾰関連法で特に重要となる「時間外労働の上限規制」、「年次有給
休暇の時季指定」、「同⼀労働同⼀賃⾦」の概要を掲載しています。
また、各種パンフレットのダウンロードや各種助成⾦のご案内のほか、無料相談窓⼝として「働

き⽅改⾰推進⽀援センター」をご案内するなど働き⽅改⾰への取組をワンストップで⽀援するサ
イトとなっています。

働き⽅改⾰特設サイト https://www.mhlw.go.jp/hatarakikata/

静岡労働局では、⻑期にわたる治療等が必要な
疾病をもつ⽅の就職⽀援事業を実施しています。
県内6か所のハローワークと13のがん診療連携拠

点病院等が協定を締結し、連携して事業を展開し
ています。

事業主向けセミナーの
開催のほか、右表のとお
り、３か所のハローワーク
に配置している就職⽀
援ナビゲーターが、連携
拠点病院に出向いて職
業相談を実施しています。

就職⽀援ナビゲーター
配置安定所 連携拠点病院 出張相談実施状況

沼津ハローワーク 静岡県⽴静岡が
んセンター

毎週⽕曜⽇
10:00〜16:00

静岡ハローワーク 静岡済⽣会総合
病院

毎⽉第1⾦曜⽇
13:00〜16:00

浜松ハローワーク

聖隷三⽅原病院 毎⽉第3⽔曜⽇
10:00〜12:00

聖隷浜松病院 毎⽉第3⾦曜⽇
10:00〜12:00

浜松医科⼤学医
学部附属病院 年４回 13:00〜15:00

浜松医療センター ⽉1回(原則第2⽕曜⽇)
10:00〜12:00

がん診療連携拠点病院で出張職業相談を実施しています 職業安定課
054-271-9950 

静岡労働局からのお知らせ

平成31年１⽉末現在における県内⾼校⽣の
求⼈倍率は2.43倍で対前年同期⽐0.15
ポイント増となり、調査開始（平成９年３
⽉卒）以降で過去最⾼となりました。

就職内定率は96.2％で同0.1ポイント減と
なりましたが、昨年度に次いで過去２番⽬
に⾼い⽔準となりました。

前年⽐ 前年差 前年⽐ 前年差
平成29年3⽉ 卒業 13,132 14.0 1.95 0.22 6,465 1.4 96.0 0.1
平成30年3⽉ 卒業 15,199 15.7 2.28 0.33 6,411 ▲ 0.8 96.3 0.3
平成31年3⽉ 卒業 16,921 11.3 2.43 0.15 6,703 4.6 96.2 ▲ 0.1

求 ⼈ 数 求⼈倍率 就職内定者数 就職内定率

(注）就職内定者数は「学校⼜は安定所の紹介を希望する者」の数を計上。

卒業年度

（単位：⼈、前年⽐％、前年差ポイント）

平成31年３⽉⼤学等卒業予定者 就職内定率（各年度とも1⽉末現在）
（単位：％、前年差ポイント）

平成31年3⽉県内⼤学等卒業予定者の
就職内定状況を調査したところ、各学歴
ともに⾼⽔準で推移しており、調査開始
（平成７年３⽉卒）以降で、⼤学⽣４位
短期⼤学⽣２位、専修学校⽣２位となり
ました。

卒業年度
⼤学 短期⼤学 専修学校

前年差 前年差 前年差

平成29年3⽉卒業 86.2 3.3 82.3 1.2 86.4 1.3
平成30年3⽉卒業 88.2 2.0 90.2 7.9 89.1 2.7
平成31年3⽉卒業 88.5 0.3 88.1 ▲2.1 90.2 1.1
（注）⼤学13校、短期⼤学6校、専修学校15校の内定状況

静岡労働局では、平成31（2019）年3⽉に⾼校、⼤学等を卒業する新卒者の1⽉末現在の内定状況を取り
まとめました。

⾼校卒業予定者職業紹介状況の推移（各年度とも1⽉末現在）

平成31年3⽉卒業 ⾼卒・⼤卒等内定状況(平成31年1⽉末現在) 職業安定課
054-271-9950 

働き⽅改⾰特設サイトが公開されました！ 雇⽤環境・均等室
054-252-5310 

厚⽣労働省では平成31年４⽉より順次「働き⽅改⾰関連法」が施⾏されることを受け働き
⽅改⾰⽀援を⽬的とした「働き⽅改⾰特設サイト」を開設しました。

特設サイトでは働き⽅改⾰関連法で特に重要となる「時間外労働の上限規制」、「年次有給
休暇の時季指定」、「同⼀労働同⼀賃⾦」の概要を掲載しています。
また、各種パンフレットのダウンロードや各種助成⾦のご案内のほか、無料相談窓⼝として「働

き⽅改⾰推進⽀援センター」をご案内するなど働き⽅改⾰への取組をワンストップで⽀援するサ
イトとなっています。

働き⽅改⾰特設サイト https://www.mhlw.go.jp/hatarakikata/

静岡労働局では、⻑期にわたる治療等が必要な
疾病をもつ⽅の就職⽀援事業を実施しています。
県内6か所のハローワークと13のがん診療連携拠

点病院等が協定を締結し、連携して事業を展開し
ています。

事業主向けセミナーの
開催のほか、右表のとお
り、３か所のハローワーク
に配置している就職⽀
援ナビゲーターが、連携
拠点病院に出向いて職
業相談を実施しています。

就職⽀援ナビゲーター
配置安定所 連携拠点病院 出張相談実施状況

沼津ハローワーク 静岡県⽴静岡が
んセンター

毎週⽕曜⽇
10:00〜16:00

静岡ハローワーク 静岡済⽣会総合
病院

毎⽉第1⾦曜⽇
13:00〜16:00

浜松ハローワーク

聖隷三⽅原病院 毎⽉第3⽔曜⽇
10:00〜12:00

聖隷浜松病院 毎⽉第3⾦曜⽇
10:00〜12:00

浜松医科⼤学医
学部附属病院 年４回 13:00〜15:00

浜松医療センター ⽉1回(原則第2⽕曜⽇)
10:00〜12:00

がん診療連携拠点病院で出張職業相談を実施しています 職業安定課
054-271-9950 

働き⽅改⾰特設サイトが公開されました！ 雇⽤環境・均等室
℡054ｰ252ｰ5310

平成31年3⽉卒業 ⾼卒・⼤卒等内定状況 （平成31年1⽉末現在） 職業安定課
℡054ｰ271ｰ9950

がん診療連携拠点病院で出張職業相談を実施しています 職業安定課
℡054ｰ271ｰ9950

平成31年１⽉末現在における県内⾼校⽣の
求⼈倍率は2.43倍で対前年同期⽐0.15
ポイント増となり、調査開始（平成９年３
⽉卒）以降で過去最⾼となりました。

就職内定率は96.2％で同0.1ポイント減と
なりましたが、昨年度に次いで過去２番⽬
に⾼い⽔準となりました。

前年⽐ 前年差 前年⽐ 前年差
平成29年3⽉ 卒業 13,132 14.0 1.95 0.22 6,465 1.4 96.0 0.1
平成30年3⽉ 卒業 15,199 15.7 2.28 0.33 6,411 ▲ 0.8 96.3 0.3
平成31年3⽉ 卒業 16,921 11.3 2.43 0.15 6,703 4.6 96.2 ▲ 0.1

求 ⼈ 数 求⼈倍率 就職内定者数 就職内定率

(注）就職内定者数は「学校⼜は安定所の紹介を希望する者」の数を計上。

卒業年度

（単位：⼈、前年⽐％、前年差ポイント）

平成31年３⽉⼤学等卒業予定者 就職内定率（各年度とも1⽉末現在）
（単位：％、前年差ポイント）

平成31年3⽉県内⼤学等卒業予定者の
就職内定状況を調査したところ、各学歴
ともに⾼⽔準で推移しており、調査開始
（平成７年３⽉卒）以降で、⼤学⽣４位
短期⼤学⽣２位、専修学校⽣２位となり
ました。

卒業年度
⼤学 短期⼤学 専修学校

前年差 前年差 前年差

平成29年3⽉卒業 86.2 3.3 82.3 1.2 86.4 1.3
平成30年3⽉卒業 88.2 2.0 90.2 7.9 89.1 2.7
平成31年3⽉卒業 88.5 0.3 88.1 ▲2.1 90.2 1.1
（注）⼤学13校、短期⼤学6校、専修学校15校の内定状況

静岡労働局では、平成31（2019）年3⽉に⾼校、⼤学等を卒業する新卒者の1⽉末現在の内定状況を取り
まとめました。

⾼校卒業予定者職業紹介状況の推移（各年度とも1⽉末現在）

平成31年3⽉卒業 ⾼卒・⼤卒等内定状況(平成31年1⽉末現在) 職業安定課
054-271-9950 

働き⽅改⾰特設サイトが公開されました！ 雇⽤環境・均等室
054-252-5310 

厚⽣労働省では平成31年４⽉より順次「働き⽅改⾰関連法」が施⾏されることを受け働き
⽅改⾰⽀援を⽬的とした「働き⽅改⾰特設サイト」を開設しました。

特設サイトでは働き⽅改⾰関連法で特に重要となる「時間外労働の上限規制」、「年次有給
休暇の時季指定」、「同⼀労働同⼀賃⾦」の概要を掲載しています。
また、各種パンフレットのダウンロードや各種助成⾦のご案内のほか、無料相談窓⼝として「働

き⽅改⾰推進⽀援センター」をご案内するなど働き⽅改⾰への取組をワンストップで⽀援するサ
イトとなっています。

働き⽅改⾰特設サイト https://www.mhlw.go.jp/hatarakikata/

静岡労働局では、⻑期にわたる治療等が必要な
疾病をもつ⽅の就職⽀援事業を実施しています。
県内6か所のハローワークと13のがん診療連携拠

点病院等が協定を締結し、連携して事業を展開し
ています。

事業主向けセミナーの
開催のほか、右表のとお
り、３か所のハローワーク
に配置している就職⽀
援ナビゲーターが、連携
拠点病院に出向いて職
業相談を実施しています。

就職⽀援ナビゲーター
配置安定所 連携拠点病院 出張相談実施状況

沼津ハローワーク 静岡県⽴静岡が
んセンター

毎週⽕曜⽇
10:00〜16:00

静岡ハローワーク 静岡済⽣会総合
病院

毎⽉第1⾦曜⽇
13:00〜16:00

浜松ハローワーク

聖隷三⽅原病院 毎⽉第3⽔曜⽇
10:00〜12:00

聖隷浜松病院 毎⽉第3⾦曜⽇
10:00〜12:00

浜松医科⼤学医
学部附属病院 年４回 13:00〜15:00

浜松医療センター ⽉1回(原則第2⽕曜⽇)
10:00〜12:00

がん診療連携拠点病院で出張職業相談を実施しています 職業安定課
054-271-9950 
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社員のスキルアップにおすすめ！

ポリテクセンター静岡 能力開発セミナー 申込受付中！
機械系 　電気系 　居住系 　管理系

分類 コース番号 コース名 日程 受講料 締切

3H241 ビルにおける防災設備と管理のポイント 6/1（土），2（日） 10,000円 5/10（金）

3M621 半自動アーク溶接技能クリニック（板材編） 6/3（月），4（火） 15,000円 5/13（月）

3D061 PLCによる自動化制御技術 6/5（水），6（木） 10,000円 5/15（水）

3D013 電気設備のための計測技術 6/11（火），12（水） 8,500円 5/21（火）

3H061 住宅インテリアパース着彩実践技術 6/11（火），18（火），25（火） 11,500円 5/21（火）

3M941 製造現場における部下育成に必要な指導能力及び技法 6/13（木），14（金） 18,500円 5/23（木）

3H212 冷媒配管の施工と空調機器据付け技術 6/15（土），22（土），29（土） 15,000円 5/24（金）

3D161 機械制御のためのマイコン実践技術 6/18（火）～20（木） 10,500円 5/28（火）

3M121 3次元ツールを活用した機械設計実習（ソリッド編） 6/24（月）～26（水） 11,500円 6/3（月）

3M301 NC旋盤プログラミング技術 6/24（月）～26（水） 11,500円 6/3（月）

3D062 PLCによる自動化制御技術 7/3（水），4（木） 10,000円 6/12（水）

3M051 機械設計のための公差設計技術 7/3（水），4（木） 22,000円 6/12（水）

3D101 PLCによるタッチパネル活用技術 7/9（火），10（水） 9,500円 6/18（火）

3H041 実践建築設計2次元CAD技術 7/9（火），16（火） 8,000円 6/18（火）

3D041 制御盤製作技術 7/10（水）～12（金） 16,000円 6/19（水）

3D111 PLCによる位置決め制御技術 7/17（水），18（木） 12,000円 6/26（水）

3M831 実践生産性改善 7/18（木），19（金） 8,000円 6/27（木）

3M632 ステンレス鋼のTIG溶接技能クリニック（板材編） 7/20（土），21（日） 17,000円 6/28（金）

3M311 NC旋盤プログラミング技術・NC旋盤加工技術 7/22（月）～26（金） 21,500円 7/1（月）

3D121 PLCによるFAネットワーク構築技術 7/23（火），24（水） 15,500円 7/2（火）

3M171 変更点・変化点に着目したFMEAと
デザインレビューによる未然防止の進め方 7/24（水），25（木） 22,000円 7/3（水）

3M891 新QC7つ道具活用による製造現場における
品質改善・品質保証 7/29（月），30（火） 14,000円 7/8（月）

3D351 電気設備のCAD設計技術 7/30（火），31（水） 10,500円 7/9（火）

3M811 生産システムのキャッシュフローによる採算性評価 7/30（火），31（水） 13,500円 7/9（火）

ポリテクセンター静岡 能力開発セミナー 申込受付中！

開催場所
〒422-8033　静岡市駿河区登呂3丁目1番35号
ポリテクセンター静岡（静岡職業能力開発促進センター）

申込方法 申込書に必要事項をご記入の上、FAX（054-285-5192）にてポリテクセンター静岡へお送りください。
申込書は当センターホームページからダウンロードしていただけます。

お問い合わせ先 ポリテクセンター静岡　訓練課（TEL：054-285-7184　FAX：054-285-5192）

■実施時間やカリキュラムの詳細等は当センターホームページをご覧ください。  
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読者プラザ

「
多
文
化
共
生
社
会
に
向
け
て
」

　
当
組
合
は
、
沼
津
市
を
中
心
と
し
た
静
岡
県
東
部
に
お
け

る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
企
業
が
新
た
な

付
加
価
値
を
見
出
し
た
り
、
地
域
社
会
が
多
様
な
生
活
ス
タ
イ

ル
を
受
け
入
れ
た
り
す
る
こ
と
を
支
援
す
べ
く
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
そ
の
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
外
国
人
技
能
実
習

生
の
受
入
れ
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
組
合
員
に
は
、
日
本
語
学
校
を
運
営
し
て
い
る
企
業
が
あ
り

ま
す
。
学
校
で
は
、
日
本
の
大
学
な
ど
へ
の
進
学
を
希
望
す
る

外
国
人
に
、
必
要
な
日
本
語
力
を
伸
ば
す
こ
と
は
も
と
よ
り
、

日
本
の
文
化
や
生
活
習
慣
、
商
慣
行
等
を
学
ぶ
機
会
も
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
日
本
で
活
躍
す
る
外
国
人
材
の
さ
ら
な
る
増
加
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
彼
ら
の
生
活
支
援
の
み
な
ら
ず
、
受
け
入
れ

る
側
と
な
る
地
域
社
会
の
理
解
や
体
制
作
り
が
必
要
に
な
る
も

の
と
思
料
さ
れ
ま
す
。

　
当
組
合
で
は
、単
に
技
能
実
習
生
の
受
入
れ
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
語
学
校
事
業
を
通
じ
て
外
国
人
材
の
生
活
支
援
体
制
を

充
実
し
、
地
域
の
方
々
か
ら
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
活
動
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
技
能
実
習
生
に
と
ど
ま
ら
ず
、
外
国
人
材
の
受
入
れ
や
活
用

に
つ
い
て
関
心
が
お
あ
り
の
方
か
ら
の
ご
連
絡
を
心
か
ら
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

情報管理室では新メンバーを迎え、新たな
年度がスタートしました。私自身も自らのアン
テナをより高く、感度もさらに上げて皆様の
お役に立つ情報の受発信に努めてまいります。
今年度もよろしくお願いいたします。�（中村）
中央会に入会してから、機関誌の担当に初
めてなりました。読み手から作り手になります
ので、これまでの組合・企業支援を通じた経験
を活かして、情報収集・情報発信に取り組んで

まいります。皆様の身近な情報、取り組みを
中心に現場の声を取材させていただきますの
で、訪問の際にはご協力いただきたく、よろし
くお願いいたします。� （近藤）
今年の1月から情報管理課メンバーとなりま

した。今年度はどんな良いことがあるのか楽し
みです。皆様との出会いから沢山学ばせてい
ただきたいと思っています。皆様の元にお伺い
した際にはよろしくお願いいたします。�（永田）

アスビズ協同組合
監事

植田 敏司
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